
 

 

 

 

 

 

目には見えない大切な「根」 

                               校長 石渡 範子 

 新緑がまぶしく、校庭の木々もいっそう力強さを増してまいりました。新年度が始まり約

３週間、子どもたちは新しい環境にも少しずつ慣れ、日々の学校生活の中で、それぞれの歩

みを確かに進めています。 

 

さて、昨日の懇談会には、多くの保護者の皆様にご来校いただき、誠にありがとうござ

いました。限られた時間ではありましたが、学年の様子や一年間の見通しについて共有さ

せていただき、有意義な時間となりました。ご家庭と学校とが同じ方向を見て子どもたち

を支えていくことの大切さを、改めて感じております。今後とも、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

先週、今年度最初の朝会があり、子どもたちに「木」の話をしました。大きく立派な木

は、目に見える幹や枝葉だけでなく、地中にしっかりと根を張っています。この根がある

からこそ、風や雨に負けずに立ち続け、やがてたくさんの実を結ぶことができます。子ど

もたち一人ひとりの成長も同じです。日々の学びや経験の積み重ねが、目には見えにくい

「根」となり、やがて大きな力へとつながっていきます。 

 

そうした「根を育てる姿」は、日々の学校生活の中でも見ることができます。先日、校

庭の池のそばで、心温まる場面に出会いました。少し弱っているトンボを見つけた低学年

の児童が、なんとか高い木にとまらせてあげようと手を伸ばしていました。すると、それ

を見ていた同じ学年の子が「もっと高いところにとまらせてあげたらいいよ」と声をか

け、手を貸しました。その様子を少し離れたところから、高学年の児童が静かに見守って

いました。人と人との関わりの中で生まれる会話や気づき、思いやりの行動は、このよう

に日々の何気ない場面の中に息づいています。子どもたちは互いに関わり合いながら、目

には見えない大切な「根」を育てているのだと感じました。 

時には思うようにいかないことや、あきらめたくなる場面もあるかもしれません。しか

し、その一つ一つの経験こそが、しっかりとした根を育てる大切な時間です。失敗を恐れ

ず、さまざまなことに挑戦し続けてほしいと願っています。そして、たくさんの根をどん

どん伸ばし続けてほしいと思います。 

 

本校では、子どもたちが安心して挑戦できる環境を整え、一人ひとりの成長を丁寧に支

えてまいります。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、引き続き温かいご理解と

ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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峯の風
＜学校教育目標＞ 

未来に向けて 

   輝く峯の子 
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